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研究成果の概要（和文）：　(1)母語別日本語作文コーパスの作成とWEBでの公開。作文の本数：180本。作文の長さ：
１本につき2000字程度。作文の執筆者：中国語・韓国語・日本語母語話者、各60名（合計180名）。作文のジャンル：
説明文・意見文・歴史文の３ジャンル（各60本）。
　(2)上記コーパスを使い、日本語学・日本語教育の観点から分析。主にテキストの結束性をキーワードに、関連する
複数の論文を発表した。また今後は、本科研のメンバーが中心となって論考を書き下ろし、論文集（書籍）を刊行する
（書名『現場に役立つ日本語教育研究シリーズ 第３巻 わかりやすく書ける作文シラバス(仮)』(くろしお出版、2017
年２月刊行予定)。

研究成果の概要（英文）：　(1) The development of a Japanese composition corpus of native languages 
(Japanese, Chinese and Korean) and its publication on the WEB such that the corpus consists of 180 
compositions; each composition is about 2000 characters in length. The compositions are divided evenly 
into one of three genres: explanation, opinion, or history.
　(2) Using the corpus, we analyzed each composition from the point of view of Japanese linguistics and 
Japanese education, mainly looking for cohesiveness among the texts. From that analysis, we published a 
plurality of related papers. In February 2017, a collection of newly written papers by members involved 
in this study along with some others will be published book form, entitled, Genba ni yakudatsu Nihongo 
kyoiku kenkyu series, Volume 3, Wakariyasuku kakeru sakubun syllabus (tentative title), (Kurosio 
Publishers).
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１．研究開始当初の背景 
 
(1) 作文コーパスについて 
既存の作文コーパスは、アカデミック・ジ

ャパニーズ（大学での学習で使用される日本
語）の特徴を分析するのにふさわしい、とは
言いがたい。それには、以下のような欠点が
指摘できるだろう。 

・母語ごとに十分な量が集まっていない。 
・個々の作文の長さが短い。 
・ジャンルと作文との関連性が見えない。 

 
(2) 分析について 
 本研究は「テキストの結束性」を重視して
いる。現状の日本語学・日本語教育における
作文の分析で、この「テキストの結束性」を
キーワードとして行われたものは多くない
（特に論文集は管見の限り存在しない）。 
 
２．研究の目的 

 
(1) 作文コーパスについて 
前項で挙げた既存のコーパスの不十分な

点を補うべく、本研究では、新たな作文コー
パスを作成する。 
 
(2) 分析について 
 母語別作文コーパスを利用して、これまで
先行研究の多くない「テキストの結束性」を
キーワードにした分析を、本研究では行う。
その結果について、メンバーが個々に論文を
発表する。また（それとは別に）、メンバー
および関係者が、１つのコンセプトのもとに
論考を書き下し、論文集を刊行する。 
 
３．研究の方法 
 
(1) 作文コーパスについて 
中国語母語話者 60 名、韓国語母語話者 60

名、日本語母語話者 60 名、合計 180 名に、
日本語作文を書いてもらう。180 本という大
量の作文を収集するのは、既存の作文コーパ
スの「母語ごとに十分な量が集まっていな
い」という欠点を補うためである。各執筆者
は母国在住の大学生で、全員、日本語能力試
験Ｎ１レベルの日本語能力を有する。 
 また、１本の作文の長さは 2000 字程度と
する。既存のコーパスの「個々の作文の長さ
が短い」という欠点を補うために、2000 字と
いう長い作文を書いてもらう。 
 さらに、作文のジャンル（題目）として、
以下の３つを用意する。 
・説明文 -- 自分の故郷について -- 

（客観的な主張であって、主観的になら 
ないように書く） 

・意見文 -- 晩婚化の原因とその展望に 
ついて -- 

  （説明ではなく、根拠とともに自分の 
主張を書く） 

・歴史文 -- 自分の趣味（昔から続けて 

いること）について -- 
（時間軸に沿って、ある出来事や経緯 
を書く） 

３つの異なるジャンル（題目）で書いて
もらい、それらを対照することによって、
既存のコーパスの「ジャンルと作文との関連
性が見えない」という欠点を補う。 
作文の収集にあたっては、WEB 上で作文を

書けるシステムを構築する。各執筆者はその
システムを使って、自身の国に居ながらにし
て、（コンピューター上で）作文を書くこと
ができる。 
 また、収集した作文を電子化して整理し、
最終的には WEB 上での公開に至らせる。WEB
での公開にあたっては、専門業者にも依頼し
て、様々な検索等の機能を備える。 
公開した本コーパスは、日本語学・日本語

教育の関係者等に、広く有効活用してもらう
ことを期する。 
 
(2) 分析について 
作文コーパスの公開前、本研究のメンバー

は、未整理の作文データを利用する等して、
一足早く、分析を開始する。その観点は以下
のようなものである。 

 
・「は」と「が」－文章のタイプと「は」と

「が」の現れ方など。 
・名詞句の省略－繰り返し、言い換え－名詞

句に再度言及する場合の諸相。 
・接続詞（接続詞と文章のジャンルの関係）

－例：税金が値上げされた。また、物価
も徐々に上がっている。 

・指示詞－例：私には山田という友人がいま
す。その友人は…。 

・序列表現－順序を表す表現と文章構造の関
係。 

・複文／重文－接続詞／接続助詞の選択が連
接関係／情報構造に及ぼす影響。 

・文型選択－分裂文／存在文／疑問文の選択
と前後の文脈との関係。 

・視点と立場（ヴォイスの選択など）－例：
おじいさんが柴刈りに行った家の裏に
ある大きな山。 

・モダリティ表現－「のだ」「わけだ」の選
択と統括、段落との関係。 

・文末表現－「と思われる」「と言える」な
ど。 

 
上記の観点から行われた分析結果をもと

に、メンバーは個々に論文を発表する。 
また、コーパス公開後には、本研究のメン

バーおよび関係者は、コーパスを利用して、
新たな分析を開始する。それをもとに論考を
書き下ろし、論文集を刊行する。 
 
４．研究成果 
 
(1) 作文コーパスについて 
 公開した作文コーパスには、以下のような



システム上の機能を備えた。 
 
【キーワードによる検索】 
 検索機能として、以下の５種を備えた。 
 
・通常の検索 
 １つのキーワードで検索すると、それを含 
む文を抽出する。 

（例）「私は」で検索 
→「そして私は映画を見ることも好きです。」 
 
・AND 検索 
 複数のキーワードで検索すると、その全て 
を含む文を抽出する。 

（例）「私は 日本語の」で検索 
→「アニメが大好きな私は高校時代から日本

語の歌を聞き始めた。」 
  
・OR 検索 
 複数のキーワードで検索すると、そのうち    
のいずれかを含む文を抽出する。 

（例）「私は 日本語の」で検索 
→「アニメが大好きな私は高校時代から日本

語の歌を聞き始めた。」 
→「私は自分の出身地が好きだ。」 
→「そして、日本語の言葉それ自体の魅力に

もっと近づいていきたいと思います。」 
 
・前方一致検索 
 ある文字列で検索すると、その文字列を前 
方に含む語を抽出する。 

（例）「不」で検索 
→「不安定」「不景気」「不十分」「不可欠」 
（現在は調整中のため非公開。近日公開） 
 
・後方一致検索 
 ある文字列で検索すると、その文字列を後 
方に含む語を抽出する。 

（例）「的」で検索 
→「比較的」「積極的」「一元的」「生物的」 
（現在は調整中のため非公開。近日公開） 
 
【学習者情報による条件指定】 

検索をするにあたって、そのキーワードが 
含まれる作文の条件を指定しておく。以下の 
項目から１つを選択し、条件を指定できる。 

 
・学習者 ID：j-／c-／k- 
 （先頭の jは日本語母語話者、cは中国語 
  母語話者、kは韓国語母語話者を表す） 
・ジャンル：説明文／意見文／歴史文 
・母語  ：日本語／中国語／韓国語 
・学習年数：５年未満／５年以上 
・性別  ：男性／女性 
 
【全文表示／誤字情報】 
・上記の検索機能においては、検索結果は文 
単位で表示される。そこで、その文を含む作 
文全文を、テキストファイルで表示できるよ 
うにした。さらにそれを PDF ファイルに変換 

することもできるようにした。 
 
・本コーパスに収録している作文は、検索に 
引っかかるようにするために、誤字を修正し 
てある。「全文表示」では誤字の情報を得ら 
れないが、該当ボタンを押すことによって、 
「誤字があった箇所をハイライトする」こと 
および「修正する前の誤字を表示する」こと 
ができるようにした。 
 
(2) 分析について 
 本研究のメンバーは、公開前の未整理の作
文データを利用するなどして、個々に論文発
表や学会発表などを行った。詳細は、次項の
〔雑誌論文〕〔学会発表〕〔図書〕に記す。 
 また、それとは別に新たに書き下ろすこと
になる論文集（書籍）の詳細を以下に記す。 
 
・書名： 

現場に役立つ日本語教育研究シリーズ 
第３巻 
わかりやすく書ける作文シラバス（仮） 

・出版社：くろしお出版 
・刊行時期：2017 年 2月 
・執筆者： 
  新城 直樹（琉球大学・専任講師） 

庵 功雄（一橋大学・教授） 
石黒 圭（国語研究所・教授）（編者） 
岩崎 拓也（一橋大学・大学院生） 
金井 勇人（埼玉大学・准教授） 
高 恩淑（一橋大学・非常勤講師） 
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